
其
の
六
十

湧水・木曽路福島宿

　

山
峡
の
街
道
、
木
曽
路
は
中
山
道
の
中
で
も
江
戸
時
代

を
彷ほ

う
ふ
つ彿

さ
せ
る
に
十
分
な
宿
場
が
多
く
、
昔
日
の
面
影
を

色
濃
く
今
に
伝
え
る
。
約
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
街
道

に
十
一
宿
を
数
え
る
が
、
今
回
お
伝
え
す
る
福
島
宿
は
、
そ

の
中
間
点
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
、
東
海
道
の
箱
根
、
新

居
、
中
山
道
の
碓
氷
と
福
島
の
関
所
は
四
大
関
所
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
「
入
り
鉄

砲
と
出
女
」
を
厳
し
く
監
視
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
管
理
を
尾
張
藩
に
託
し
て
、
密
輸
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
福
島
関
所
だ
け
に
、
名
所
・
旧
跡
が
多
い
の
で
あ

る
。
町
並
み
を
歩
く
と
当
時
に
思
い
を
は
せ
、
す
が
す
が
し

い
気
分
と
な
る
。
写
真
の
湧
水
は
高
台
に
位
置
す
る
上
ノ
段

に
あ
り
、
千
本
格
子
の
民
家
や
高
札
場
が
目
に
映
り
、
江
戸

時
代
の
風
情
が
心
地
よ
い
。

　

勢
い
よ
く
桶
か
ら
流
れ
落
ち
る
湧
水
を
「
水
場
」
と
呼
ん

で
い
た
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
、
町
内
の

簡
易
水
道
と
し
て
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
昔
の
上
水
道

を
知
る
貴
重
な
遺
産
と
言
え
る
。 

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 




